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●研究の目的

当エリアでは、春日部駅付近連続立体交差事業などの

新たな都市基盤の整備が展開されていくが、それと併せ

て中心市街地を“活性化する取組み”も必要である。そこ

で、既成市街地にある空き店舗などの遊休不動産を活か

し、エリアに新たな価値をつくりだし、まちを変えてい

く「リノベーションまちづくり」に関する研究を実施し、

今後の当エリアのまちづくりに関する施策へと反映させ

ていくことを目的とする。
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●研究の内容

・当エリアにある歴史・文化・自然などの地域資源や、

空き店舗などの遊休不動産を活用し、賑わいの創出と、

併せて地域特性を活かした街みに整えていくための

手法の研究

・地域資源や遊休空間を活用する民間の担い手づくりに

関する研究

●その他特記事項

・「匠大塚 株式会社」と連携し、匠大塚春日部本店

駐輪場の活用に関する社会実験を実施
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●2019年度の活動成果

・匠大塚春日部本店駐輪場の活用に関する社会実験

・まち歩きワークショップの実施

・公民連携によるリノベーションまちづくりの担い

手づくりに関する研究

・市民まちづくりサロン、しよう会での発表

・いきなり懇親会への参加

・藤テラスの調査、次年度藤テラスへの参加

・ゆかたでナイト、花植えの参加

・ビジネスプランコンテスト応募

・政策提案コンテスト応募

・人口変化を考慮した施設の需要予測に関する研究
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●匠大塚春日部本店駐輪場の活用に
関する社会実験

第3回(昨年)かすかべビジネスプランコンテストでの提案内容
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第3回（昨年）かすかべビジネスプランコンテストでの提案内容

上記のアイデアを駐輪場所有者である
匠大塚株式会社に提案し、使用許可が得られた
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●実施スケジュール案（2019年6月当時）

・地域の方が計画時点から参加する機会を多く設ける
・少しずつ実施して計画を見直すプロセスを盛り込む
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●模型展示と家具レイアウト（6月30日）

・模型を使って匠のフジダナヒロバの家具レイアウトを
実際にやっていだだき、デザインのアイデアを募集する
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●フェンス撤去等の作業・ベンチ展示（7月25-28日）

・フェンス撤去の作業のイベント化
・実際にベンチを設置して使い勝手などの意見を得る
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●ベンチ色塗りイベント（8月25日）

・ベンチの量産（18台）
・ベンチの色塗り作業を地域の方と一緒に行う

リーチ数 エンゲージメント数

2019/6/30 50 16

2019/7/28 57 39

2019/8/25 324 50

かすかべ会議室
（Facebook）での反応
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●かすかべシネマでのベンチ設置（10月5日）

・ベンチ、キッチンカー、屋台、ギター演奏といった
完成形を示す
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●まち歩きワークショップの開催（5月25日）

・約40名でまち歩きとワークショップを行った
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●まち歩きワークショップの開催（5月25日）

・学生の目線で発見した地域資源について講師の方に
その場所の歴史などを解説してきただき、今後の
活用・維持方法などについて議論することができた
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●公民連携によるリノベーションまちづくりの
担い手づくりに関する研究

・複数回の開催により協力・連携に繋がっていくと
いった、活動内容と担い手づくりの関係をとらえた
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●リノベーションまちづくりに向けた人口変化を
考慮した必要施設の研究

・将来の人口構成の予測、生活実態調査から地域住民の
生活行動者数を把握し、対象地域に応じた施設を提案
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●メディアでの活動紹介
・春日部経済新聞 2019年8月23日
・日本工業大学通信 令和元年11月1日
・読売新聞 2019年11月22日
・広報かすかべ 2020年3月1日
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●今後の課題・展開
・匠のフジダナヒロバの安全性・利便性・快適性の向上
・休憩所や創業支援の場を川沿いの駐輪場以外へ展開
・地域活性化に向けた定期的なイベント開催
・既存イベントと協同した活動
・官民学が連携した組織の形成、民間プレーヤ―の発掘


